
第３８回全日本実業団西日本サイクルロードレース大会
（Ｊ・ＪＣＵＰシリーズ第２戦を兼ねる） 

全日本実業団対抗サイクルロードレース大会【出場選手選考会を兼ねる】 

      

 大 会 実 施 要 項 

       

主  旨 競技に対する一般社会の正しい知識と理解を深め、サイクルスポーツの進歩を促し実業に励む青少年の心身の錬
磨と高揚を図るとともに、日頃の修練の成果を試し、明日への成長の基礎とするため本大会を行う

       

主  催 全日本実業団自転車競技連盟

主  管 全日本実業団自転車競技連盟西日本支部

後  援 （財）日本自転車競技連盟 （社）自転車協会 広島県教育委員会 （財）広島県体育協会

  本郷町 河内町

1．実施期日 平成１６年６月６日（日） 

２．実施場所 広島県中央森林公園サイクリングコース（１２．３ｋｍ周回コース）

３．競技種目 個人サイクルロードレース

  カテゴリー 周回数 距離（ｋｍ） 受付時間 ｽﾀｰﾄ時間 表彰時間（予定）

 ① ＢＲ－２ 女子E ５周 ６１．５ ７：００～ ８：００ ８：３０ １１：００

 ② ＢＲ－１ ９周 １１０．７ ８：００～１０：００ １０：３０ １３：４５

 ③ ＢＲ－３ ３周 ３６．９ ８：００～１０：００ １０：３２ １２：３０

 ④ 女子オ－プン ３周 ３６．９ ８：００～１０：００ １０：３３ １３：００

４．参加資格 （１）平成１６年度（財）日本自転車競技連盟加盟団体の所属競技者で登録を完了した者（ＪＣＦ及びＵＣＩライセンス所
持者）

 （２）学生自転車競技連盟登録の競技者は所属している大学がチームとして実車連に登録した者

 （３）実業団個人ランキングに基ずく本年度エントリー規定による。

 （４）高体連登録所属学校の競技者は、競技者自身が高体連に登録していなければ差し支えない。

 
（５）女子はＪＣＦ登録者であれば都道府県、学連、高体連所属であっても所属連盟の推薦があれば参加を認める。Ｊ
ＣＦランキング１０位以内の競技者は、ＢＲ－２での出走を義務づける。

 （６）新卒者で前年度ＪＣＦポイント獲得者はその点数を明記のこと。連盟に於 いてカテゴリーを決定する

 （７）実車連が特に認めたもの。

５．ｽｹｼﾞｭｰﾙ  ６月６日（日）  ７：００～１０：００ 選手受付 スタート地点  

    ８：３０～１０：３３ 競技開始   

   １１：００（予定） 表彰式  ＢＲ－２／女子Ｅ

   １３：４５（予定） 表彰式  ＢＲ－１

   １２：３０（予定） 表彰式  ＢＲ－３

   １３：００（予定） 表彰式  女子オープン

６．参加条件  参加者は、交通費、宿泊費、飲食費など各自負担とする。

７．競技規則  本大会は（財）日本自転車競技連盟の規則及び大会特別規則により実施する。

８．競技方法 （１）マスドスタート方式の個人ロードレースとする。

 
（２）検車は行わないので各自の責任で整備する。規則違反の整備 自転車使用部品、衣服等が役員より指摘された
場合には出走取消しになるので注意！ ジャージ変更のチーム届け遅れないように

９．表  彰 （１）男子 （ＢＲ－１）

  ① 優勝者     全日本実業団理事長杯（ＢＲ－１持ち回り）

    １位～３位メダル、表彰状及び賞金 ４位～１０位 表彰状及び（賞金） 

  ② 男子（ＢＲ－２／ＢＲ－３）

    １位～３位メダル、表彰状及び賞金 ４位～１０位 表彰状及び（賞金） 

 （２女子）

  １～３位 メダル、表彰状及び賞品（賞金）

  ＊女子の参加者が５名以下の場合は１位のみ表彰。

 （３）各カテゴリー３周回終了毎ににｽﾀｰﾄﾗｲﾝ先頭通過者に周回賞を与える。

  ※ＢＲ－１／３、６周回、 ＢＲ－２、女子エリート／３周回目 

１０．実業団 （１）本大会はランクＢの得点を規定の順位に与える。（細則参照）

   ポイント （２）ＢＲ－１カテゴリーのレースでは完走者全員に全日本実業団選手権への出場資格を与える（東西いずれかの大
会）

  ＢＲ－２カテゴリーのレースでは上位１０名を推薦する。



 （３）学連登録者は正規に実車連登録したチームからのみエントリーできる。個人での参加は認めない。

 （４） Ｊ・ＪＣＵＰシリーズ戦のポイントは別に付与する。詳細はＨＰに掲載。

１１．参 加 料 （１） 各カテゴリー  男子 １名 ５、０００円（保険料含む）

 （２） 実車連登録の女子  １名 ２、０００円（保険料含む） 

 （３） 連盟登録外女子選手 １名 ３、０００円（保険料含む）

  ＊参加賞、弁当はありません。弁当は各自手配してください。

１２．参加申込 （１）本大会は実業団ホームページから申込をすること。申込書をダウンロードした者に、チーム代表者が署名、捺印
したものが有効となる。

 （２）参加料は、郵便振込みで送金のこと

  郵便振替 番号 ００１５０＝７＝７２９９７７

  口座名；全日本実業団自転車競技連盟

  （申込書に振込書控え同送のこと）

  理事長 柴沼 正一朗 

 （３）注意！｛現金書留｝は受付けない。（事務員は常勤でないため）

 （４）振込用紙にチーム名（代表者名ではなく）とレース名を必ず明記のこと。

１３．申 込 先  〒１０７ー００５２ 東京都港区赤坂１ー９ー１５

  日本自転車会館２号館１Ｆ 全日本実業団自転車競技連盟 宛

１４．締 切 日  平成１６年５月７日（金）必着のこと 
１５．注意事項 ①記載に不備がある場合には受付けない。（郵便振込控え同封）

 ②一旦納入した参加料は、理由の如何を問わず返却しない。

 ③電話による申込は受付ない。

１６．宿泊紹介 宿泊手配は、各チームでお願いします。 

１７．そ の 他 （１）参加競技者は、必ず登録証（ライセンス）持参のこと。

  新規登録者は、申請書控え必要。（持参なき場合は出走不可が原則）

  
受付け時提出、競技終了後フレームプレート、計測チップと引き替えに返却。返却できない場合は実費請求と
する。（ボデイの布ゼッケンは返却不要）

 （２）監督会議は実施しないので、本大会実施要項を熟読すること。

 
（３）競技中に於ける傷害、疾病については応急処置をとるがそれ以後の処置については本人の責任で行うこと。即
ち医師などの治療費については初診料より本人負担になるので健康保険証を持参すること。

 （４）ヘルメットの着用は義務づけられている。ＪＣＦの公認のもの使用の事

 
（５）検車は、行わないので各自で整備して出走すること。規定以外の自転車部品,衣服に違反が認められた場合、出
走を取り消すので注意。

  入賞者は表彰式への出席を義務づける。無断欠席の場合は入賞を取り消し空位とする。

 
（６）異議の申立ては、競技終了後１５分以内、成績に関するものは発表後３０分以内に監督を通じて競技委員長、ま
たは審判長まで申し出ること。

 （７）受付時フレームプレ－トとボディゼッケン、計測チップ、プログラムを配付する。

       

 大会特別規則
１．ﾗｲｾﾝｽｺﾝﾄﾛｰ
ﾙ

２００４年度ＪＣＦライセンスを受付時に必ず提出すること。登録申請中の競技者は必ず申請書控えを提出すること。ラ
イセンス未提出の場合は出走できないが、参加料と同額のペナルティを払えば出走を認める。

２．装備 参加選手は受付時に交付されたボディゼッケン及びフレームプレート並びに計測チップを正しく装着し出走サインを行
うこと。

 ヘルメットはＪＣＦ公認シール付きのものに限る。シールの無い公認ヘルメットは認めない。

 ２００４年度実車連登録済みのジャージ、パンツを着用すること。違反があった場合は出走を取り消すことがある。

３．タイムアウト 大会本部付近に関門を設ける。原則として先頭集団通過後５分経過した競技者は失格とし、競技を中止しなければ
ならない。また、コース上において移動審判から失格を通告することがある。このときも同様に競技を中止しなければ
ならない。

４．補給 原則としてＢＲ－１のみ規定の周回数からチームの補給を認める。但し、当日の天候により変更することがある。ま
た、主催者の判断によりオフィシャル補給（水のみ）を行うことがある。

５．ｵﾌｨｼｬﾙﾎｲｰﾙ
ｻﾎﾟｰﾄ

第１集団後方にホイール前後セット（シマノ９段）を搭載したコミッセールバイクが伴走する。別にシマノ９段、カンパ８
段搭載のメカニックカーが１台伴走する。

６．ﾁｰﾑﾋﾟｯﾄ 大会本部エリア付近に原則として各チーム１台の車両スペースを許可する。

７．異議申立て 競技中に関する異議は競技終了後１５分以内、成績に関する異議は成績発表後１０分以内にチームの監督（兼任競
技者含む）が競技委員長に申し出ること。

８．中止の決定 予測できない事故や天候の変化により競技運営が不可能と競技委員長が判断した場合、大会を中止することがあ
る。この場合参加料は返金しない。


